











































  1) 日時       2003 年 5 月  授業内容「鬼遊び」 
  2) 場所       O 国立大学附属小学校 体育館 
  3) 対象学年     3 年生 24 名(男子 11 名、女子 13 名) 
4) 教育実習生の状況 大学 3 年生男子 美術教育先攻 
             実習期間 4 週間 (このときは 3 週目) 
             体育授業の指導は初めて 





























































































































































































通じて得た「規範感覚」の 1 つではないかと思われる。 
 
３．計画したことを達成する力 









 最後に、事例 5 に典型的に見られる「教師としてこどもとかかわること」についてであ
る。事例で語られている教育実習生の感想からは、いわゆる「大学生としての子どもとの
関わり」「休み時間における教育実習生=『教師』としてのかかわり」「授業における教育実
習生=『教師』としてのかかわり」というものが、順を追って難しくなっていくことが現さ
れている。つまり、子どもと授業でかかわるときに、授業の具体的な内容やその教え方と
いった問題とは別に、そもそも「教師」として子どもにふるまうこと、が教育実習生には
大きな課題となっていることがわかるのである。もちろんここには、「教師」というある種
の役割やその行為に対する理想像や規範が描かれており、そういうものをいわばよく「演
じる」ことができる力を、教育実習生は「規範感覚」として持っているのであろう。 
 
Ⅵ おわりに 
 教育実習生のインタビューからここで分析された「規範感覚」は、 
 
1) 体育授業における集団的活動の統制力 
2) 子どもに対する理解力 
3) 計画したことを達成する力 
4)「教師」という役割行為の遂行能力 
 
の四点であった。しかし、これらはすぐに「実践的力量」と直結するものではないことを
急いで強調しておきたいと思う。なぜならば、ここで取り上げられた「規範感覚」は、教
師の免許状取得を目指す大学生が、まさに始めて現場に直面し、この意味ではそれまでの
自身の経験や大学での学習を支えとして、そのズレや確かめの中で、教育実習生が始めて
獲得した「規範感覚」であるから、ここには多分に「初学者段階でのバイアス」が考えら
れるものであり、まさに「実践」の周辺に位置する「規範感覚」であるからである。 
 そこで今度は、同じ授業を対象として、「実践」のさらに中心的な位置にある、教師とし
ては中堅になる指導教員が、この授業に何を感じていたのかが問題となろう。その点と合
わせて考え始めたときに、始めて「実践的力量」の中身が見えてくるものと思われる。章
をあらためて検討することとしてみたい。 
  
